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１．はじめに

福井県には冬の季節風で飛来する海塩粒子によっ

て腐食が促進される橋梁が多い．そこでは付着海粒

塩が雨で洗い流されない内側の桁の下フランジの上

下面とボルトナットが著しく腐食している．この腐

食の進行の著しい箇所の腐食を他と同じレベルにま

で重防食で抑制できれば，橋全体の塗り替え費を減

らせる．そこで，この部分のみを重防食することで

の腐食予測と費用対効果を海岸から5km離れた三国

大橋で試算した．なお，沿岸部の現場では，北海道

同様に
1）
重防食C系塗装も塗り替え後3年で錆が見ら

れて課題が多い．

２．亜鉛の腐食進行のシミュレーション

重防食の方法としては，下フランジの上下面では

エッジでの適切な塗膜の確保と腐食進行速度推定の

信頼性，素地調整は3種ケレンで良いこと等を考

え，導電性粘着の亜鉛テープ
2）3）

を用いるとした．

写真-1は，試験的に下フランジに設置した1年4ヶ月

後の状況である．なお，桁の内側のみが対象となり

景観上の問題はない．

三国大橋では，区間毎に塗り替え時期が異なった

ので塗装後の年数が異なり，下フランジ上面とウエ

ブの塩分付着量の経年変化を年数を経ずに一度に

計測することができた．図-1は，その結果で，ウエ

ブの付着塩分は1冬経過で上昇しその後約600mg/㎡

で一定になること，フランジでは5年で漸く平衡し始めることが分かる．

図-1の付着塩分量の経年変化と相対湿度-裸の鋼，亜鉛の腐食の関係（図-2）
4）
を利用し，更に腐食の温

度依存性をも考慮し現地気温で補正した．なお，相対湿度，気温は三国のアメダス観測点での標準気象デー

タを用いた．その結果図-3から，裸鋼,裸亜鉛ともにフランジがウエブの約1.8倍速く腐食し，裸亜鉛は裸鋼

の約1/20の腐食速度であることが分かる．林田らの沿岸部のc－1系での調査では下フランジとボルトナット

は7～10年で，ウエブは20年で総じて10年塗り替えとしている
1）
．三国大橋での従来の塗り替えは表-１に示

す仕様で，16年経過の現在，ボルトナット・下フランジの一部は層状剥離，箱桁底面は一部腐食箇所が，ウ

エブには腐食がほとんどない．以上からボルトナットと下フランジを除いた部分は，20年の塗り替えでもよ

いとした．その上で，下フランジやボルトナットの部分について図-2から亜鉛シール0.2mm厚を使用すれば

図-1 河口5km位置の桁内側の付着塩分量変化

図-2 付着塩分量と鋼，亜鉛の腐食速度4)
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耐久年は約20年になる．なお，現場の管理通路の溶

融亜鉛メッキ縦板の付着塩分は約500mg/㎡で図-3の

ウエブ亜鉛の腐食線と重なる．現場の約30年の耐久

と図-3からメッキ厚は0.15mmと妥当な値が推定され

る．以上からもボルト・ナットと下フランジの亜鉛

0.2mm厚の施工で，全体の塗り替えを20年にするこ

とができるとした．

３．費用対効果

この橋の現在の塗り替え費は，表-１に示すよう

に塗装面積当たり4,832円/㎡である．これに対し

て，このテープ付きの亜鉛テープの材料費は厚さに

比例し0.2mmで14,000円/㎡，ボルト・ナットは厚さ

0.6mmの亜鉛末入りペーストを塗るとして100円/本

と見積もった．この重防食は狭い領域であるが価格

が高く橋全体の現在の塗装費を約1.4倍にした．に

も拘わらず塗り替え期間を約2倍にでき，長期的に

は約3割のコスト縮減になると見積もられた．

４．まとめ

沿岸部鋼橋の降雨が当たらず洗浄されない下フラ

ンジの上面とウエブに付着する塩分量の経年変化を

実測した．その塩分量と気温，湿度の気象データか

ら亜鉛腐食量を求め，著しく腐食する下フランジと

ボルトナットを亜鉛シール等で防食することでの維

持費用の縮減を見積もった．今後，現場

で試験施工を行う予定である．
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写真-1 箱桁フランジ上下面への亜鉛テープ設置

図-3 塩分量・湿度・気温を考慮したフランジ，ウエ

ブの裸の鋼・亜鉛の腐食計算結果

表-1 重腐食部分への重防食の費用対効果
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